
北里大学病院がん診療連携拠点病院運営委員会、ACP推進プロジェクト、
がんプロフェッショナル養成プラン『がん最適化医療を実現する医療人育成』共 催
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  蔵本 浩一 氏

もしバナゲームで
ACP（Advance Care Planning）を考える
～縁起でもない話の先にあるもの～
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※お車でのご来場はご遠慮ください。

小田急線相模大野駅
　1番バス乗り場より
　北里大学病院・北里大学行等に乗車

ＪＲ横浜線相模原駅
　2番バス乗り場より
　相模大野駅行き等に乗車

 「北里大学病院・北里大学」
　　　　　　　バス停下車

北里大学病院 集学的がん診療センター主催

がん診療連携研修会
第２回

Advance Care Planning
アドバンス・ケア・プランニング

ACPについて

「別にまだどこも悪くないし…」

   「やっぱりその時にならないとわからないし…」

「自分は医療者だから大丈夫」

    そう思う方もいるかもしれません。

仮にご自分は大丈夫だとしても、

    あなたの家族や大切なひとに

“もしものこと”があったときは どうでしょうか。


